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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースパネル部材と、前記ベースパネル部材に接続されて、前記ベースパネル部材から
ほぼ垂直に延びるラッチアセンブリとを備え、
　前記ラッチアセンブリは、つまみ部と、互いに離れて配置され互いに平行に延びる一対
の硬いレールと、前記ベースパネル部材と前記つまみ部との間で前記ベースパネル部材お
よび前記つまみ部に接続されているアンカーパネル部と、前記一対のレールの間の中央に
位置し、前記つまみ部に接続されてその自由端に隣接し前記つまみ部から上方向に向かっ
て突出する従動突起とを有し、
　前記各一対のレールは、前記ベースパネル部材に接続され、前記ベースパネル部材から
離れて前記つまみ部に向かって内方に延びる基部レール片と、前記ベースパネル部材およ
び前記基部レール片に一体に形成され、前記ベースパネル部材から離れて、前記基部レー
ル片から上方に延びる側部レール片とを有し、
　前記一対のレールの１つが断面Ｌ型であり、前記ベースパネル部材から全長にわたって
Ｌ型を保ってＬ型で開放終端し、前記一対のレールの他の１つが断面逆Ｌ型であり、前記
ベースパネル部材から全長にわたって逆Ｌ型を保って逆Ｌ型で開放終端しており、
　前記一対のレールは前記つまみ部との間に、前記一対のレールから離れて配置されて、
前記つまみ部と前記一対のレールのそれぞれとの間に一対の開放端停止受け溝を区画して
おり、
　前記つまみ部は、前記アンカーパネル部に接続される固定端およびこれに対向する前記
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自由端と、前記自由端および前記固定端との間に位置し、互いの間に前記つまみ部を貫通
する長孔が設けられた一対のつまみ部脚とを有し、
　前記長孔は、前記つまみ部の中央に配置されて、前記つまみ固定端から前記従動突起に
向かって延びており、
　前記つまみ部脚は、前記固定端から前記自由端に行くに従って、前記アンカーパネル部
の底面から離れる方向に傾斜されており、
　前記つまみ部は、前記上方向に向かって、弛緩通常位置および上側偏移位置、ならびに
、前記弛緩通常位置と前記上側偏移位置との間で移動可能なように、かつ、下方向に向か
って、前記弛緩通常位置および前記上側偏移位置の反対側の下側偏移位置、ならびに、前
記弛緩通常位置と前記下側偏移位置との間で移動可能なように、前記弛緩通常位置へと弾
性的に付勢されている、コネクタ位置保証装置。
【請求項２】
　内部に箱型空洞を有する空箱要素と、前記従動突起に対向する前記箱型空洞への箱型開
口とをさらに備え、前記空箱要素は、前記アンカーパネル部および前記ベースパネル部材
に一体的に接続されており、前記空箱要素は、前記ベースパネル部材から延びて、前記長
孔の後端部が前記箱型空洞に連通した状態で、前記長孔の前記後端部を覆うように終わっ
ている、請求項１に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項３】
　前記従動突起は、後面、前面、頂面および傾斜面を有しており、前記後面は前記箱型開
口に対向しており、前記前面は前記後面に対向し、前記箱型開口の反対側を向いており、
前記傾斜面は、前記頂面および前記前面に対して傾斜しながら、前記頂面および前記前面
を相互に接続しており、前記頂面は、前記傾斜面および前記後面を相互に接続している、
請求項２に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項４】
　前記アンカーパネル部は、前記ベースパネル部材と一体的に垂直に接続され、第1の平
面に配置されており、前記つまみ部の少なくとも前側部分は、前記第1の平面と間隔を置
いて平行に延びる第2の平面に配置されている、請求項１に記載のコネクタ位置保証装置
。
【請求項５】
　前記ラッチアセンブリは、前記つまみ部の前記つまみ自由端において一体的に接続され
た一対のブロック要素を含み、前記一対のブロック要素は、それぞれ、前記従動突起の両
側において、互いに横方向に離れて配置され、前記つまみ自由端の前方に突出している、
請求項１に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項６】
　前記つまみ部脚の、前記アンカーパネル部の底面から離れる方向に傾斜されている部分
は、一対の傾斜部を形成する請求項１に記載のコネクタ位置保証装置。
【請求項７】
　第1コネクタ開放端、第1コネクタ内腔、および、第1コネクタ上壁から前記第1コネクタ
内腔へと延びる第1コネクタ係止突起を有する第1コネクタハウジングと、
　前記第1コネクタ開放端を通って前記第1コネクタ内腔に受けられる寸法とされており、
第2コネクタ開放端と、第2コネクタ内腔と、クロスバー係止要素および前記クロスバー係
止要素により一部を区画された第2コネクタラッチ孔を有する第2コネクタラッチアセンブ
リと、前記第2コネクタラッチアセンブリに対向する第2コネクタ底壁と、一対の対向する
第2コネクタ側壁と、前記第2コネクタラッチアセンブリと前記第2コネクタ底壁との間に
配置された少なくとも1つの停止要素と、前記第2コネクタ底壁から上方に突出する第2コ
ネクタ上方突出係止突起とを有する第2コネクタハウジングであって、前記第2コネクタ内
腔の中に配置されているジョイスト構造部を含み、前記ジョイスト構造部は、互いに離れ
た一対のジョイストを有し、挿入方向に向かって延びており、前記一対のジョイストは、
それぞれ、前記第2コネクタ側壁それぞれおよび前記第2コネクタ底壁から離れて配置され
て、互いの間にレール受け溝を形成し、前記第2コネクタラッチアセンブリは、通常弛緩
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状態および下側偏移状態、ならびに、前記通常弛緩状態と前記下側偏移状態との間で移動
できるようにされており、前記第2コネクタラッチアセンブリは、前記通常弛緩状態へ弾
性的に付勢されている第2コネクタハウジングと、
　前記第2コネクタ内腔によって受けられる寸法とされている請求項１に記載のコネクタ
位置保証装置とを備え、
　前記コネクタ位置保証装置の前記一対のレールは、それぞれ、摺動して受けられてぴっ
たりとはまるように、前記第2コネクタハウジングの前記レール受け溝に対して位置合わ
せされており、前記コネクタ位置保証装置は、前記挿入方向に向かって第1の挿入力で、
前記第2コネクタ内腔に挿入されており、前記第1の挿入力は、前記つまみ部が、前記第2
コネクタ上方突出係止突起を越えて摺動して、前記第2コネクタ上方突出係止突起と摺動
接触し前記第2コネクタ上方突出係止突起を摺動して越えながら、前記弛緩通常位置から
上側偏移位置へと移動し、次に、前記つまみ部の前側端の前記第2コネクタ上方突出係止
突起との摺動接触が解除されたときに、前記つまみ部が前記上側偏移位置から前記弛緩通
常位置へと移動するのに十分な力とされており、前記従動突起は前記クロスバー係止要素
と対向し、前記長孔は、当該長孔の前側端部において、前記第2コネクタ上方突出係止突
起を受けて、前記コネクタ位置保証装置の一部を前記第2コネクタ内腔の中で取り付け前
状態にし、
　その後、前記コネクタ位置保証装置が取り付け前状態にある前記第2コネクタハウジン
グは、前記第1コネクタ内腔に受けられることにより、前記挿入方向に向かって、前記第1
コネクタ内腔に挿入され、その際、前記クロスバー係止要素と摺動接触している前記第1
コネクタ係止突起は、前記クロスバー係止要素を押し下げて、前記第2コネクタラッチア
センブリを前記通常弛緩状態から前記下側偏移状態へと移動させ、前記第1コネクタ係止
突起の前記クロスバー係止要素との摺動接触が解除され、前記従動突起と摺動接触してい
る前記第1コネクタ係止突起が、前記従動突起を押し下げて、前記つまみ部を前記弛緩通
常位置から前記下側偏移位置へと動かして、前記少なくとも1つの停止要素と摺動接触し
ている前記つまみ部の前記前側部分が、前記少なくとも1つの停止要素の下側へ摺動し、
摺動接触している前記従動突起が、前記第1コネクタ係止突起および前記クロスバー係止
要素の下へ摺動し、前記つまみ部が、前記クロスバー係止要素との摺動接触が解除された
あとに、前記通常弛緩位置に戻って、前記少なくとも1つの停止要素が、前記一対の開放
端停止受け溝の一方に配置されて、前記コネクタ位置保証装置が最終係止状態とされたと
きに、前記第2コネクタラッチアセンブリは、前記通常弛緩状態に戻る、コネクタアセン
ブリ。
【請求項８】
　前記少なくとも1つの停止要素は、一対の停止要素を含み、前記一対の停止要素は、そ
れぞれ、一対のジョイストに接続されており、前記一対の停止要素は、それぞれ、前記一
対のジョイストから、前記第2コネクタ内腔の中心に向かって延びている、請求項７に記
載のコネクタアセンブリ。
【請求項９】
　前記アンカーパネル部の底面から離れる方向に傾斜されている、前記つまみ部脚の一対
の傾斜部は、それぞれ、ほぼ対向するようにして、前記一対の停止要素と、少なくとも隣
接または当接するように配置されており、前記一対の停止要素は、前記コネクタ位置保証
装置が前記最終係止状態にあるときに、それぞれ、前記開放端停止受け溝に配置される、
請求項８に記載のコネクタアセンブリ。
【請求項１０】
　前記ラッチアセンブリは、一対のブロック要素を含み、前記一対のブロック要素は、そ
れぞれ、前記従動突起の両側で、互いに横方向に離れて配置され、前記つまみ自由端の前
方に突出しており、前記一対のブロック要素は、前記コネクタ位置保証装置が前記取り付
け前状態にあるときに、それぞれ、ほぼ対向するようにして、前記一対の停止要素と、少
なくとも隣接または当接するように配置されている、請求項７に記載のコネクタアセンブ
リ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタ位置保証装置およびコネクタ位置保証装置を組み込んだコネクタア
センブリに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電気コネクタとともに使用されるコネクタ位置保証装置は、当該技術分野において、多
くの異なった種類のもの公知となっている。
　このようなコネクタ位置保証装置の1つが、特許文献１（Ceru）に開示されている。こ
のコネクタ位置保証装置は、水平方向ベース部、ステム、指でつかめるクロスバー、偏向
可能なサイドアームおよびショルダを含んでいる。水平方向ベース部は、挿入端および後
退端を有している。ステムは、ベース部の後退端から、垂直に延びている。指でつかめる
クロスバーは、ベース部からのステム末端の端に位置している。偏向可能なサイドアーム
は、ベース部の後退端から上方に向かって鋭角に延び、挿入端の隣および上方の自由端で
終わっている。ショルダは、ステムと偏向可能なサイドアームとの間に位置しており、ベ
ース部の上方かつクロスバーの下方で水平方向座部を区画している。
【０００３】
　Ceruのコネクタ保証装置の問題点は、コネクタ位置保証装置が係合したときに、永久負
荷がサイドアームにかかることである。
　当該技術分野で公知の別のコネクタ位置保証装置が、特許文献２（Fink et al.）に開
示されている。このコネクタ位置保証装置には、コネクタ位置保証スライドが配置される
コネクタ位置保証溝が設けられている。コネクタ位置保証スライドは、コネクタ位置保証
スライドが溝に対してスライドする２つの位置、すなわち、乗り上げ前位置および乗り上
げ位置において嵌合するようにコネクタ位置保証溝と相互作用する。またコネクタ位置保
証作動ロックが設けられている。コネクタ位置保証溝は、一対の溝当接部を含んでおり、
コネクタ位置保証スライドは、一対の弾性アームを有しており、その端部は、それぞれ、
コネクタ位置保証スライドが乗り上げ前位置にあるときに、溝当接部に当接する。弾性ア
ームに対する溝当接部の相互当接作用により、コネクタ位置保証スライドが乗り上げ位置
へと滑らないようにされている。
【０００４】
　Fink et al.のコネクタ位置保証装置に関する問題点は、コネクタ位置保証装置がコネ
クタハウジングと係合したときにコネクタ位置保証装置の安定した位置を保証する案内溝
が、コネクタハウジングにないことである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第6,261,116号明細書
【特許文献２】米国特許第6,435,895号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　コネクタハウジングと係合したときに永久負荷を受けないコネクタ位置保証装置を提供
することが望まれている。また、コネクタ位置保証装置がコネクタハウジングと係合した
ときに、コネクタハウジング内で安定して位置決め可能なコネクタ位置保証装置を提供す
ることも、望まれている。本発明は、これらの利点を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態の1つは、ベースパネル部材とラッチアセンブリとを有するコネクタ
位置保証装置である。ラッチアセンブリは、ベースパネル部材に接続されて、ベースパネ
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ル部材からほぼ垂直に延びている。ラッチアセンブリは、つまみ部と、互いに離れて配置
され、互いに平行に延びる一対のレールとを有している。つまみ部は、一対のレールの間
に、一対のレールから離れて配置されて、つまみ部と一対のレールのそれぞれとの間に一
対の開放端停止受け溝を区画している。
【０００８】
　本発明の別の実施形態は、第1コネクタハウジング、第2コネクタハウジングおよびコネ
クタ位置保証装置を含むコネクタアセンブリである。第1コネクタハウジングは、第1コネ
クタ開放端、第1コネクタ内腔、および、第1コネクタ上壁から第1コネクタ内腔へと延び
る第1コネクタ係止突起を有している。第2コネクタハウジングは、第1コネクタ開放端を
通って第1コネクタ内腔に受けられる寸法とされている。第2コネクタハウジングは、第2
コネクタ開放端と、第2コネクタ内腔と、クロスバー係止要素およびクロスバー係止要素
により一部を区画された第2コネクタラッチ孔を有する第2コネクタラッチアセンブリと、
第2コネクタラッチアセンブリに対向する第2コネクタ底壁と、一対の対向する第2コネク
タ側壁と、第2コネクタラッチアセンブリと第2コネクタ底壁との間に配置された少なくと
も1つの停止要素と、第2コネクタ底壁から上方に突出する第2コネクタ上方突出係止突起
とを有する。第2コネクタハウジングは、第2コネクタ内腔の中に配置されているジョイス
ト構造部を含む。ジョイスト構造部は、互いに離れた一対のジョイストを有し、挿入方向
に向かって延びている。一対のジョイストは、それぞれ、第2コネクタ側壁それぞれおよ
び第2コネクタ底壁から離れて配置されて、互いの間にレール受け溝を形成している。第2
コネクタラッチアセンブリは、通常弛緩状態へ弾性的に付勢されながら、通常弛緩状態お
よび下側偏移状態、ならびに、通常弛緩状態と下側偏移状態との間で移動できるようにさ
れている。
【０００９】
　コネクタ位置保証装置は、第2コネクタ内腔に受けられるような寸法とされている。コ
ネクタ位置保証装置は、ベースパネル部材と、ベースパネル部材に接続され、ベースパネ
ル部材からほぼ垂直に延びるラッチアセンブリとを有している。ラッチアセンブリは、前
側部分を備えるつまみ(tongue)部と、互いに離れて配置され、互いに平行に延びている一
対のレールとを有している。つまみ部は、この時点で離れて配置されている一対のレール
の間に位置決めされて、つまみ部と一対のレールそれぞれとの間で、一対の開放端停止受
け溝を区画している。つまみ部には、長孔と、ベースパネル部材および長孔の前方でつま
み部に接続されている従属突起とが形成されている。つまみ部は、上方向に向かって、弛
緩通常位置および上側偏移位置、ならびに、弛緩通常位置と上側偏移位置との間で、移動
可能であり、下方向に向かって、弛緩通常位置および下側偏移位置、ならびに、弛緩通常
位置と下側偏移位置との間で、移動可能であり、下側偏移位置は、つまみ部が弛緩通常位
置へと弾性的に付勢されている状態で、上側偏移位置の反対側とされている。
【００１０】
　一対のレールをぴったりとはまって摺動可能に受けるために、第2コネクタハウジング
のレール受け溝とそれぞれ整列されている、コネクタ位置保証装置の一対のレールにより
、コネクタ位置保証装置は、挿入方向に向かって第1の挿入力で、第2コネクタ内腔に挿入
されている。第1の挿入力は、つまみ部が、第2コネクタ上方突出係止突起を摺動して越え
て、第2コネクタ上方突出係止突起と摺動接触しつつ第2コネクタ上方突出係止突起を摺動
して越えながら、弛緩通常位置から上側偏移位置へと移動し、次に、つまみ部が、つまみ
部の前側端部と第2コネクタ上方突出係止突起との摺動接触が解除されたときに、上側偏
移位置から弛緩通常位置へと移動するのに十分な力とされている。従動突起はクロスバー
係止要素に対向し、長孔は、長孔の前側端部で第2コネクタ係止突起を受けて、コネクタ
位置保証装置を、一部が第2コネクタ内腔に入った、取り付け前状態とする。
【００１１】
　次に、取り付け前状態のコネクタ位置保証装置を有する第2コネクタハウジングが、第1
コネクタ内腔に受けられることにより、第1コネクタ内腔へ挿入方向に挿入される。この
とき、クロスバー係止要素と摺動接触している第1コネクタ係止突起が、クロスバー係止
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要素を押し下げて、第2コネクタラッチアセンブリを弛緩通常位置から下側偏移位置へと
移動し、第2コネクタラッチアセンブリは、第1コネクタ係止突起のクロスバー係止要素と
の接触が解除されたときに、弛緩通常位置に戻り、従動突起と摺動接触している第1コネ
クタ係止突起が、従動突起を押し下げて、つまみ部を弛緩通常位置から下側偏移位置へと
移動して、それにより、少なくとも1つの停止要素と摺動接触しているつまみ部の前側部
分が、少なくとも1つの停止要素の下方へ摺動し、摺動接触している従動突起が、第1コネ
クタ係止突起およびクロスバー係止要素の下方へ摺動し、つまみ部は、クロスバー係止要
素との摺動接触が解除されたあとに、少なくとも1つの停止要素が、開放端停止受け溝の
一方の中に配置されて、コネクタ位置保証装置を最終係止状態とするように、弛緩通常位
置に戻る。
【００１２】
　本発明を、添付の図面を参照しながら、本発明の実施形態の詳細な説明に照らして、よ
りよく理解することができるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第1コネクタハウジングおよび第2コネクタハウジングをも含むコネクタアセンブ
リの構成要素としての、本発明のコネクタ位置保証装置の実施形態を示す分解斜視図であ
る。
【図２】第1コネクタハウジングに受けられようとしている、取り付け前状態のコネクタ
位置保証装置の分解斜視図である。
【図３】取り付け前状態のコネクタ位置保証装置とともに、第2コネクタハウジングに受
けられようとしている第1コネクタハウジングの分解斜視図である。
【図４】最終係止状態のコネクタ位置保証装置とともに、第2コネクタハウジングに受け
られようとしている第1コネクタハウジングの分解斜視図である。
【図５】本発明のコネクタ位置保証装置の拡大斜視図である。
【図６】図5のコネクタ位置保証装置の拡大平面図である。
【図７】図5のコネクタ位置保証装置の正面図である。
【図８】図5のコネクタ位置保証装置の側面図である。
【図９】弛緩通常位置にあるコネクタ位置保証装置のつまみ部の断面を示す側面図であり
、上側偏移位置を仮想線で示す。
【図１０】弛緩通常位置にあるコネクタ位置保証装置のつまみ部の断面を示す側面図であ
り、下側偏移位置を仮想線で示す。
【図１１】図5の11-11線に沿った側断面図である。
【図１２】第2コネクタハウジングの第2コネクタ内腔に挿入される前のコネクタ位置保証
装置の側断面図である。
【図１３】第2コネクタハウジングの第2コネクタ内腔に挿入されているコネクタ位置保証
装置の側断面図である。
【図１４ａ】第2コネクタハウジングの第2コネクタ内腔に挿入された、取り付け前状態の
コネクタ位置保証装置の側断面図である。
【図１４ｂ】第2コネクタハウジングの第2コネクタ内腔に挿入された、取り付け前状態の
コネクタ位置保証装置の部分断面斜視図である。
【図１５】コネクタ位置保証装置が取り付け前状態にある、第1コネクタに挿入された第2
コネクタハウジングの側断面図である。
【図１６ａ】最終係止状態にあるコネクタ位置保証装置の側断面図である。
【図１６ｂ】第2コネクタハウジングの第2コネクタ内腔に挿入された、最終係止状態のコ
ネクタ位置保証装置の部分断面斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　発明の構成要素の方位または構成要素の移動の方向に関して本明細書中で使用する、「
上」、「下」、「上方」、「下方」、「下方に」などを含む、しかしこれらに限定されな
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い用語は、本発明の説明を簡略化する目的のために、特に図面に鑑みて、本発明の理解を
容易にするために選択されたのであり、本発明の範囲を限定すると理解すべきでない。
　本発明の実施形態を、全体として、図1～図4で紹介している。
【００１５】
　本発明のコネクタ位置保証装置10は、本発明のコネクタアセンブリ110の構成要素とし
て使用される。以下に詳細に説明するコネクタアセンブリ110は、コネクタ位置保証装置1
0、第1コネクタハウジング12および第2コネクタハウジング14を含んでいる。
　図5～図8を参照して、コネクタ位置保証装置10は、ベースパネル部材16およびラッチア
センブリ18を含んでいる。ラッチアセンブリ18は、ベースパネル部材16に接続されており
、ベースパネル部材16からほぼ垂直に延びている。また、ラッチアセンブリ18は、つまみ
(tongue)部20と、一対のレール22aおよび22bとを有している。一対のレール22aおよび22b
は、互いに離れて配置されており、互いに平行に延びている。つまみ部20は、一対のレー
ル22aおよび22bの間に、一対のレール22aおよび22bから離れて配置されており、図5およ
び図6に最もよく示されているように、つまみ部20と一対のレール22aおよび22b のそれぞ
れとの間に位置する一対の開放端停止受け溝24aおよび24bを区画している。
【００１６】
　図5および図6において、ラッチアセンブリ18は、アンカーパネル部26を含んでいる。ア
ンカーパネル部26は、ベースパネル部材16とつまみ部20との間で、ベースパネル部材16お
よびつまみ部20に接続されている。
　図6において、つまみ部20は、つまみ固定端20aおよびそれに対向するつまみ自由端20b
を有している。つまみ部20は、図9に一点鎖線で示すように上方向に、および、図10に一
点鎖線で示すように下方向に移動可能なように、つまみ固定端20aにおいて、片持ち状に
アンカーパネル部26に接続されている。つまみ部20は、図9の上方向に向かって、実線で
示す弛緩通常位置および一点鎖線で示す上側偏移位置、ならびに、弛緩通常位置と上側偏
移位置との間で移動する。つまみ部20は、図10の下方向に向かって、実線で示す弛緩通常
位置および一点鎖線で示す下側偏移位置、ならびに、弛緩通常位置と下側偏移位置との間
で移動する。当業者は、図9と図10とを比較することにより、下側偏移位置が上側偏移位
置の反対側であることを理解するであろう。さらに、つまみ部20は、上側偏移位置または
下側偏移位置にあるときに、図9および図10の両方に実線で示すように、弛緩通常位置へ
と弾性的に付勢されている。
【００１７】
　さらに、ラッチアセンブリ18は、図5～図8に示すように、つまみ部20に接続されてつま
み部20のつまみ自由端20bに隣接する従動突起28を含んでいる。従動突起28は、つまみ部2
0から上方向に向かって突出している。また、限定するものではないが、従動突起28は、
図6および図7に最もよく示されているように、一対のレール22aおよび22bの間の中央に位
置している。図5および図6において、つまみ部20は、一対のつまみ部脚20cを有しており
、一対のつまみ部脚20cの間には、つまみ部20を貫通する長孔30が設けられている。長孔3
0は、つまみ部20の中央に配置されて、つまみ固定端20aから従動突起28に向かって延びて
いる。
【００１８】
　図5～図8を再び参照して、コネクタ位置保証装置10は、内部に箱型空洞32aを有する空
箱要素32（図6および図7）と、従動突起28に対向する、箱型空洞32aへの箱型開口32b（図
6および図7）とをさらに含んでいる。この箱要素32は、アンカーパネル部26およびベース
パネル部材16に一体的に接続されている。さらに、箱要素32は、ベースパネル部材16から
延びて、長孔30の後端部30aが箱型空洞32aに連通した状態で、長孔30の後端部30a（図6）
を覆うように終わっている。
【００１９】
　図5～図8によく示されているように、従動突起28は、後面28a、前面28b、頂面28cおよ
び傾斜面28dを有している。図5、図6および図8に最もよく示されているように、後面28a
は箱型開口32bに対向している。前面28bは後面28aに対向しており、箱型開口32bの反対側
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を向いている。傾斜面28dは、頂面28cおよび前面28bに対して傾斜しながら、頂面28cおよ
び前面28bを相互に接続している。頂面28cは、傾斜面28dおよび後面28aを相互に接続して
いる。限定するものではないが、頂面28cおよび傾斜面28dは、図5および図8に最もよく示
されているように、アーチ状に相互に接続されている。
【００２０】
　図11に最もよく示されているように、アンカーパネル部26は、角度aで示すように、ベ
ースパネル部材と一体的に垂直に接続されている。アンカーパネル部26の頂面26aが、一
点差線で示す第1の平面Pfに配置されており、つまみ部の少なくとも前側部分20eの頂面20
dは、第1の平面Pfから距離dだけ離れて第1の面Pfと平行に延びる第2の平面Psに配置され
ている。単なる例示として、第1の平面Pfは、第2の平面Psの下方に配置されている。この
構成は、一対の傾斜脚部20c1により実現され、一対の傾斜脚部20c1は、それぞれ、一対の
つまみ部脚20cの構成要素とされている。
【００２１】
　さらに、図6および図7に最もよく示されているように、ラッチアセンブリ18は、つまみ
自由端20bにおいて一体的に接続されている一対のブロック要素34aおよび34bを含んでい
る。一対のブロック要素34aおよび34bは、それぞれ、従動突起28の両側において、互いに
横方向に離れて配置され、つまみ自由端20bの前方に突出している。図5および図6におい
て、つまみ部20は、一対の傾斜部20fを含んでいる。各傾斜部20fは、つまみ部20の外部側
縁20gに配置されており、つまみ固定端20aに対して上方に、つまみ自由端20bに向かって
、傾斜している。
【００２２】
　図6および図7を参照して、限定するものではないが、一対のレール22aおよび22bは、そ
れぞれ、断面形状を見れば角度がつけられている。詳しくは、レール22aは、断面形状が
略L字状に形成されており、レール22bは、断面形状が鏡像形の略L字状に形成されている
。レール22aおよび22bは、それぞれ、底部レール面22a1および22b1と、側部レール面22a2
および22b2とを有しており、底部レール面および側部レール面は互いに直角とされている
。
【００２３】
　上述した本発明のコネクタアセンブリ110の別の実施形態を、全体として、図1～図4お
よび図11～図16bで紹介している。コネクタアセンブリ110は、第1コネクタハウジング12
、第2コネクタハウジング14およびコネクタ位置保証装置10を含んでいる。第1コネクタハ
ウジング12は、図1に最もよく示されているように、第1コネクタ開放端36および第1コネ
クタ内腔38、ならびに、図14ａ、図15、図16aおよび図16bに示すように、第1コネクタ係
止突起40を有している。第1コネクタ係止突起40は、第1コネクタ上壁42から第1コネクタ
内腔38へと延びている（図1）。
【００２４】
　図1～図4ならびに図14ａ、図15、図16aおよび図16bを参照して、第2コネクタハウジン
グ14は、第1コネクタ開放端36を通って、第1コネクタ内腔38に受けられる寸法とされてい
る。第2コネクタハウジング14は、第2コネクタ開放端44と、第2コネクタ内腔46と、クロ
スバー係止要素58およびクロスバー係止要素58により一部を区画された第2コネクタラッ
チ孔60を有する第2コネクタラッチアセンブリ48と、第2コネクタラッチアセンブリ48に対
向する第2コネクタ底壁50と、一対の対向する第2コネクタ側壁52と、第2コネクタラッチ
アセンブリ48と第2コネクタ底壁50との間に配置された一対の停止要素54と、第2コネクタ
底壁50から上方に突出する第2コネクタ上方突出係止突起56とを有している。図1に最もよ
く示されているように、第2コネクタハウジング14は、第2コネクタ内腔46の中に配置され
ているジョイスト（小梁）構造部62を含んでいる。ジョイスト構造部62は、互いに離れた
一対のジョイスト64aおよび64bを有しており、挿入方向Xに向かって延びている。一対の
ジョイスト64aおよび64bは、それぞれ、各第2コネクタ側壁52および第2コネクタ底壁50か
ら離れて配置されており、互いの間にレール受け溝66を形成している。
【００２５】
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　図1に最もよく示されているように、第2コネクタラッチアセンブリ48は、互いに離れて
配置されて互いの間に溝48bを区画している一対の平行棒48aを含んでいる。一対の平行棒
48aの各末端は、第2コネクタハウジング14の後部において、片持ち状に一体形成されてい
る。クロスバー係止要素58は、第2コネクタハウジング14の前方で、一対の平行棒をつな
いでいる。
【００２６】
　第2コネクタラッチアセンブリ48は、以下に記載する理由により、通常弛緩状態（図12
、図13、図14ａおよび図16に示す）および下側偏移状態（図15に示す）、ならびに、通常
弛緩状態と下側偏移状態との間で移動できるようにされている。第2コネクタラッチアセ
ンブリ48は、通常弛緩位置へ弾性的に付勢されている。
　図1～図4において、コネクタ位置保証装置10は、第2コネクタ内腔46によって受けられ
る寸法とされている。図1および図12において、コネクタ位置保証装置10の一対のレール2
2aおよび22bは、それぞれ、摺動して受けられてぴったりとはまるように、第2コネクタハ
ウジング14のレール受け溝64aおよび64bに対して位置合わせされている。図13に最もよく
示されているように、コネクタ位置保証装置10は、挿入方向に向かって第1の挿入力Ffで
、第2コネクタ内腔46に挿入される。第1の挿入力Ffは、つまみ部20が、第2コネクタ上方
突出係止突起56を越えて摺動して、図13に最もよく示されているように、第2コネクタ上
方突出係止突起56と摺動接触し第2コネクタ上方突出係止突起56を摺動して越えながら、
図12に示す弛緩通常位置から図13に示す上側偏移位置へと移動するのに十分な力とされて
いる。
【００２７】
　次に、つまみ部20の前側部分20eの、第2コネクタ上方突出係止突起56との摺動接触が解
除され、従動突起28がクロスバー係止要素58と対向し、長孔30が、長孔30の前側端部30b
（図6）において、第2コネクタ上方突出係止突起56を受けて、コネクタ位置保証装置10の
一部を第2コネクタ内腔46の中で取り付け前状態にしたときに、つまみ部20は、図13に示
す上側偏移位置から、図14ａおよび図14ｂに示す弛緩通常位置へと移動する。この構成は
、図2および図3の斜視図にも示されている。
【００２８】
　その後、コネクタ位置保証装置10が取り付け前状態にある第2コネクタハウジング14が
、第1コネクタ内腔38に受けられることにより、挿入方向Xに向かって第2の挿入力Fsで、
図2および図3に、ならびに図14ａから図16ｂに連続して示すように、第1コネクタ内腔38
に挿入される。その際、クロスバー係止要素58と摺動接触している第1コネクタ係止突起4
0が、クロスバー係止要素58（図15参照）を押し下げて、第2コネクタラッチアセンブリ48
を（例えば図14ａの）通常弛緩位置から図15に示す下側偏移位置へと移動させる。第1コ
ネクタ係止突起40のクロスバー係止要素58（図16a）との摺動接触が解除され、従動突起2
8と摺動接触している第1コネクタ係止突起40が、従動突起（図16a）を押し下げて、つま
み部20を（例えば図15の）弛緩通常位置から下側偏移位置（図16a）へと動かして、一対
の停止要素54と摺動接触しているつまみ部20の前側部分20eが、一対の停止要素54の下側
へ摺動し、摺動接触している従動突起28が、第1コネクタ係止突起40およびクロスバー係
止要素58（図16a）の下へ摺動し、つまみ部20が、クロスバー係止要素58との摺動接触が
解除されたあとに、通常弛緩位置に戻って、一対の停止要素54が、一対の開放端停止受け
溝24aおよび24bのそれぞれに配置されて、コネクタ位置保証装置10が最終係止状態とされ
たときに、第2コネクタラッチアセンブリ48は、図16ａおよび図16ｂに示すように、通常
弛緩位置に戻る。
【００２９】
　限定するものではないが、第2の挿入力Fsは、第1の挿入力Ffよりも大きくされている。
さらに、限定するものではないが、本発明のコネクタアセンブリ110の実施形態では、一
対の停止要素54について記載しているが、当業者であれば、1つの停止要素のみを使用し
てもよいことを理解するであろう。このように、少なくとも1つの停止要素が、本発明に
使用される。
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【００３０】
　図16ｂに最もよく示されているように、一対の停止要素54は、それぞれ、一対のジョイ
スト64aおよび64bに接続されている。一対の停止要素64は、それぞれ、一対のジョイスト
64aおよび64bから、第2コネクタ内腔46の中心に向かって延びている。
　さらに、図16ｂに示すように、つまみ部20は一対の傾斜部20fを有している。各傾斜部2
0fは、つまみ部20の外部側縁20gに配置され、つまみ固定端20aに対して上方に、つまみ自
由端20bに向かって傾斜している。一対の傾斜部20fは、それぞれ、ほぼ対向するようにし
て、一対の停止要素54と、少なくとも隣接または当接するように配置されている。一対の
停止要素54は、コネクタ位置保証装置10が最終係止状態にあるときに、それぞれ、一対の
開放端停止受け溝24aおよび24bに配置される。
【００３１】
　図6を参照して、ラッチアセンブリ18は、アンカーパネル部26と、一対のブロック要素3
4aおよび34bとを含んでいる。アンカーパネル部26は、ベースパネル部材16とつまみ部20
との間で、ベースパネル部材16およびつまみ部20に接続されている。つまみ部20は、つま
み固定端20aと、つまみ固定端20aに対向するつまみ自由端20bとを有している。つまみ部2
0は、つまみ固定端20aで、アンカーパネル部26と接続されている。一対のブロック要素34
aおよび34bは、つまみ部20のつまみ自由端20bで、一体的に接続されている。一対のブロ
ック要素34aおよび34bは、それぞれ、従動突起28の両側で、互いに横方向に離れて配置さ
れ、つまみ自由端20bの前方に突出している。一対のブロック要素34aおよび34bは、コネ
クタ位置保証装置10が取り付け前状態にあるときに、それぞれ、ほぼ対向するようにして
、一対の停止要素54と、少なくとも隣接または当接するように配置されている。
【００３２】
　本発明のコネクタ位置保証装置10は、取り付け前状態または最終係止状態で係合してい
るときに、弛緩通常位置にあるため、応力を受けないことを理解されたい。コネクタ位置
保証装置は、つまみ部が、弛緩通常位置から上側偏移位置または下側偏移位置に動いたと
きにのみ、応力を受ける。さらに、コネクタ位置保証装置は、ジョイスト構造部によって
形成されるレール受け溝により、ぴったりとはまって受けられる一対のレールを含んでい
るため、コネクタ位置保証装置は、第2コネクタハウジングと係合したときに、第2コネク
タハウジング内に安定して位置決めされる。
【００３３】
　しかし、本発明は、他のさまざまな異なる態様で実施されてもよく、本明細書に記載し
た実施形態に限定されると理解すべきではない。むしろ、これらの実施形態は、本開示を
徹底的かつ完全にし、当業者に対して本発明の請求の範囲を十分に伝えるようにするため
に、提供されている。
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